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「怖くない，子宮頸がんの放射線治療」
戸板孝文 先生

（琉球大学医学部附属病院 放射線科・准教授）

「最新のエックス線治療技術：強度変調放射線治療とは」
河島光彦 先生

（社会医療法人敬愛会 中頭病院・放射線治療部長）

「切らずに治す重粒子線がん治療」
塩山善之 先生

（九州国際重粒子線がん治療センター・センター長）

「放射線治療と医学物理が果たす役割」
桑江常和 先生

（KIN放射線治療・健診クリニック 放射線科）

「総合討論」

※個人的な医療相談はお受けできません。
あらかじめご了承ください。

日本人の2人に1人が”がん”にかかり，3人に1人が”がん”
で亡くなると言われています。

そういった今，”切らない”・”痛くない”・”入院しないでも
できる”がん治療の放射線治療が注目を浴びています。

放射線治療はこれまで，臨床医学および科学技術の発展と
ともに劇的に進化してきました。

今回は放射線治療の第一線で活躍される医師・医学物理士
の4名の先生を講師に招き，放射線治療の”現在”と”これか
ら目指すもの”についてご講演いただきます。

※事前申し込みはありません。直接会場へお越しください。


